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13.松 くい虫類動的防除の 1試案1) 酒井清六 ･合田自説 ･刺 柚 三十2'･松石一位壬(八州 ヒ学工文

株式会社 研死所 ･千恭県林業試験場*)39,10,31受理

松くい虫撰駆除剤研究の純米,松樹の保讃剤の必要性を稲感した.その化学的防除は,機械的,杓即

的,林菜的および生物的防除との交互施用.研分施用が望ましく,1).枯択伐倒木の油 ･乳剤散れ

2).その周辺のミスト散れ 3).生立木の披作純絹刑放れ 4).航空散布などの動的に実用化される
防除法が必要と思われる. この観点から, まず枯れ木の剥Lk･焼殺法に代わる薬剤防除法を研究し
た2).次に松税保詔の立切から.千茄県千frの松くい血封多発山T7i肘 こ対し;SwingfogSN-7煙霧
横を似mして.2-3和混合油剤の Kerosene稀釈枚を15-30t/10a畑試しT:.その効果を多角的に
調1亡したt.fl.札 有効化が認められ,松くい出獄被告予防に於ける動的防除の1肌窮として抑介した.

筏が何の松くい虫鞍防除の間掛 も 古くから重要性

が指摘され,いろいろの方法が研究論試された.3),I),

5),7),8),9)･19),22),24)･28)しかし被告が増加の傾向にある.こ

れは国家的見地の上からきわめて重要な問題であり,

各地で,この予防法の確立を要望している.

本文は.この要!馴こ応えるため,地形急峻なIl僧 体

に於いて,クロマツとその松くい虫規を対射 こ.8UJl･

･7T･lyJ'の野外火映を行なった研北郷 Ii･である.本災験は

御 本召出EJJ'除の7:j殊性を捌 足して. SwingfogSN-7

による煙宗法を村人した.

本文を進めるに/Rきだち,御恩耶なる御田中と御鞭
蛭を賜わった.瓜休'n林業試験場倖恕部長鑑野祐久柏
士,東京大学凸学部森林動物学教室日堺正俊教授に対

し深謝する次節である.また,本文を御校閲いただい

た訳耶大学農学部内田俊郎教挽 石井象二郎教授に探

測する.本実験を行なうに当って,千菜県安房農杯事

萌所柄 押】椛氏.千余町産業課早川忠一氏,庄司輝男
氏に附熱心な御協力を賜わった.また,防除機fl･に閃

i:て,m剛叩株式会社のml授助を賜わり･同祉芝LL
耶火瓜●深･木-3拭 氏に多大の御仏JJを捌 っった.さら

にこの火映には.千柴9I,t一々mn肘I【仇97仏:久mTt犬瓜
神戸TIJ一二l･.木内公tく服か出潮矢木 池氏をはL'bf),多毅の

部 隊 の方々が*J)目された･ここにFrlrUして紙剤の.a

1) 本報Lt告の1部はm和39咋4月3円,Fl木応用動物

昆虫学会昭和39年度大会に於いて訴状発#<した.

2)千乗県林務課在勤中の.T机である.

を表する次邦である.

実験材料および方法

実験地および実験林 :実験地は郡1図の通りである.

すなわち房総-'lL･nの折柄b;('Jtこ位する千-ASLTl,<安UJm･T･11
町の山岳林に恐FtLた.

Fig1.TestLorestwithahighpopulationof
plnetreeWOOdborers.

.亡と;lTtした火鹸f小丘.幼分相 (谷7日t):57.01aj'5よび

老公柿(-Y･即):50aでtJ'hF).その概況は次の巡りであ
った.
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Table1. Fieldexperimentofthewoodboringpinebeetlescontrolinthepineforest,
PfnusThunbergiiatChikura,ChibaPrefecture.

Placeofexperiment
Days

Applicationdosage

and

Areaofexperiment

Spraymachine

Yatsu

July 18,1963
Fog

(A):(1)Ⅹ6,̀15J/10a:12.00a

(B):(2)x2.5,15L/Ion:16.32a

(C):(2)Ⅹ5,307/10a:12.00a

Mist

(E):(3)x20.601/10a:13.44a

Untreated

(G):3.25a

Hedate
July 17,1963

Fog

(D):(2)X10.SOL/Ion.
:About20a

Mist

(F):(3)Ⅹ20,30J/10a,
:About20a

Untreated.

(H):AboutlOa

Fog:SwingfogSN-7foggeneratorMist:K-Companymist
blower

(1):Bark･fog(10,% DDVP+7.5%γ-BHC+10,% 0-Dichloroben2:ene)
(2):Barkcideoilsolution(5,00'r-BHC+25,% Ethylenedibromide)
(3):Barkcideemulsion(10,00'r-BHC+25,Oof

幼令林 :約20呼出クロマツ,広柴樹混交林 (クロマ

ツの割合約70,%)で.平均樹高約4m,胸高直径6-17

cm,平均枝下7..6約 2m であり.林内は密ry･1状博に保

たれていた.qt斜は約35oで,林内には下ff'1-がかなり

高く,林内の少行はいちじるしく囚難を感じた.先験

林は細末方向に帆斜した部分を供用した.

老令林 :鰍 'ftから約500mの維郡に位粒する,班祐

60mの山添林である.約60年生ク｡マツで,叩均樹砧

約 10m,胸揃iii'従8-45cm,平均枝下端約 3m であ
り,うつLH･Jは比収的探たれていた.似斜は約300であ

り,林内には下1':tが拭く,少行に困難を感じるほどで

あった.火放椎は,北方向の斜面を処理区とし,約

100m の水田をへだてた対内の,西納西方向の斜面を

無処理区とした.

供試薬剤 :薬物を 2-3打出合した出合油.乳剤を

供試した(郡1表).混合剤の組み合わせは迎合作用の

理論にもとづき,効果の促進,引火性の雌は,浸透性

の促進などの観点から処方を作成した.

実験方法 :兆剤の散布 :郡1誠の実験設言いこより,

SwingfogSN-7(1部 K祉背f='1ミスト機)で所定非

,Jltを畑rh'(1邦 ミスト散布)した.実験林の気象が相

加滋'LTli逆位の時に谷風を利用して実施した.
現生方法 :

1. 飛来脱出に対する田は殺虫効米

a)LAS約秒 :林内の桝江の位相 こ0.9×7m(1郊2

×2m)の刃ミ托,･紗を設iE上し.兆剤触m後24時間に落下仰

托した昆虫の目別 (主な松くい出獄の場合は柾別)個

体数を記録した.

b)虫かご:林内の所定の位EBにアズキゾウムシ

CaLLosobruchuschinensl'S成虫を放飼した円形金網
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Ethylenedibromide)

かご(長径6cm,知行4.5cm.0.5mmII)な.rtiEiL.

兆剤鮎IT]後24時問のまひ･致夕帥乙を拙宅くした.

C)湖山効Hミにかよぽす畑誠の肌収と噸脚 .'jll.'Jtの

朋係 :PLi口から所出の維舵にニセマツノシラホシIJウ

ムシ Shirahoshizorufescens成虫を放飼した円形金

網かごを配但し,梯記の関係を,Staircasemethodl)

の変法,いわゆる上げ下げ法27)を適用して調べた.

2. 松くい出城成山の勅使

林内に飢木'(良さ 2m)各5本を設hylL.･i蛸雌 IT1

10日前から非剤舶用1ケ月後に至る畑JlJ.U.任II木に伯楽
する松くい山FIの胴休数を観烈し.この変動から効恥

を枚対した.

3. 被害木発生虫のA.glTait上

薬剤施用前とその約3ケ月後 (10月30日)に.剖退

鏡で宍畝区を出望し,針柴の槻変した被告木数を朋/亡

した.さらにカラー写呉で1ケ月ごとに林相の推移を

記録した.

4. 被塊状闇のau定

林内の所定の位掛 こ但径 15cm の軒1'紙 (山羊&1'klt
No.2)を設但し,煙rB後折紙を 2×2cm の大きさに

細分し試験管 (径 1.6cm,長さ18cm)に入れ アズ

キゾウムシを20匹放飼した.まひ･致死故の拙劣引ま24

時間後に行なった.まひ数は0.5凪 致死故は1流し

合計して.その数仙 ま被畑皮をmi脚 こ知る桁数として

誠わした.

5. FIJ日独作文に於ける労軌'Tji学(rJ調/亡

山Flまで約20mの火敬称(平&-f)をSwingfogSN-7

または背tl式 ミスト機を抑持して1往uした.その時
の所要時間,作某氏の脈fL将,呼吸数の変化を8tTJ定し
た.なお実験時の失敗林に於ける気温 湿度,天快は
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31.5oC,86,形,育;.字想f)であった.
.6. 兆'11fのnraf丘
状刑触m後6ケ月間,薬剤の影響による針弟の変色,

その他の界TT'fの有無を隣接する無散布区と比較調-1云し
た.

さらに,実験地に於ける煙務時の風速.風化 気7n.

地温,湿度および天候などもあわせて槻5uした.

実 験 結 果

飛来成虫に対する直接殺虫効果 :寒冷紗での実験紙

罪は節2表の通りである.

粧約秒上には多数の耗林昆虫が,煙霧後24時間に落

下仰任した.双迎nが圧倒的に多く,ついで半麺日
√＼が多かった･松くい虫頬には･ キィ｡コキクイムシ

I-CrJLIhaLusfuLvus,ニセマツノシラホシゾウムシ

Shrrahoshizorufesccnsなどが槻黙された.耶2髭

の夫験結果から,実験体内に許下仰転した松くい虫Fl

の個体数を推定すると,谷沖の実験では,キイロコキ

クイムシ,二七マツノシラホシゾウムシは,それぞれ,

(1)Ⅹ6.Fog.15J/10a:1,710,760匹,(2)Ⅹ2.5,Fog.157/

10a:1.554.518匹.(2)Ⅹ5,Fog,301/10a:760.190匹,

Table2. Biologicalstructureofknockdown

plneforest,PL'nusThunbcygiiat
aftertreatments.

Placeofexperiment
Formulationused

Dilutionratio

Applicationmethod

ApplicationdosageI/10a

Order l

Coleopteracontainingwoodboringpinebeetles r

Cry♪haZusfulvus

Shirahoshizoycfesccns

Cerambycfdac

Diptera

Hymenoptera

Lepidoptera

Neuroptera

tlemiptera

Thysanoptera

Orthoptera
Collembola

Spiders
Mites

Totalnumberofknockdowninsectscollectedin
cottonnetting

★(2Ⅹ2m)Ⅹ5

(3)Ⅹ20,Mist,60Z/10a:1.278,213匹,であり,平館の

実験では,キィ｡コキクイムシ.カミキ1)ムシ類はそ

れぞれ,(2)Ⅹ10.Fog.20t/Ion:7.700.600匹,(3)Ⅹ20,

Mist,30L/10a:1.200,100【lpqであった.実験結果を比

柁-A,'繋すると.イJ効なものから (I)Ⅹ6,Fog,151/10a)

(2)x2.5,Fog.lら′/10a)(3)X20.Mist.Got/10a≒(2)Ⅹ5,

Fog,30t/10aであり.(2)XIO,.Fog.20t/10a)(3)X20,

Mist.30t/10a.のnnl')I/Cあった.村榊 と効邪との関係

は,DDVP,r-BHC,ODBの3印配合剤の方が.r-
BHC,EDBの2相況合剤よt)イJ効であった.肌庇と

散布薬塁との関係は,この実験の犯Uflでは,机符少爪

散布の方が稀F.f]多歪散布より村効であった.またFog

法とMist法との間には,効果の芸至がなかった.

次に,林内設置のアズキゾウムシの24時間後のまひ

･致死率は,すべて100%であった.アズキゾウムシ

の紙只ミから.二七マツノシラホシゾウムシの薬剤の効

果を抑正しようとしたが.ニセマツノシラホシゾウム

シの供試血敬がI･.R少であったため,明確な結果が狩ら
れなかった.

一般に煙誘刑の殺虫効卿ま,浪度と被煙時間の矧 こ

比例すると言われていろ.紳輔剤使用上 実用粍山肌

insectstreatedwithinsecticidesinthe

Chikura,ChibaPrefectureat24hours

Yatsu Hedate●

(1) (2) (2) (3) 1 (2) (3)
Ⅹ6 Ⅹ2.5 Ⅹ5 Ⅹ20 1X10L x20

Fog Fog Fog Mist三Fog Mist

15 15 30 .60 ! 20 30

Numberofinscetsknockeddown

43 32 24 19 】 153 71

; … … … … 了 o: 10:

】297 213 7 64 r 207 256

158 60 19 7 ; 124 134

.42 31 5 16 23 39

7 10 3 15

51 36 58 34

0 0 0 4

5 7 6 0

0 0 2 3

63 47 18 23

0 0 2 3

566 436 144 188

43 36

148 152

0 0

10 3

12 5

71 58

2 1

793 755
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庇を知ることは,きわめて重要である.この点を追求

するため実験体で鵬拭虫を採火したが,災助に必要な

個体数が得られなかった.そこでわずかな個体数から

小実験を行なったが,実験紙料ま本研兜上の参考汽料
にするにとどめた.その結栄の大網は,殺虫速班は

(1)>(2)であり,殺虫剤の効果はアズキゾウムシ>ニセ

マツノシラホシゾウムシ>マツノマダラカ ミキ リ

MonochamusalEernaLus>オオゾウ.ムシ SiJIatuS

hyJIOCrl'taであった.

松くい虫類成虫の動態:薬剤敬称 こよる松くい出獄

l戊山の劫腿を,谷印で餌木設匿により調べた.実験結

恥 よ耶2図の通りである.

S一UaSu
!
1
0

1aq
u

n

J{

(1)Ⅹ6,fog.15J/10a Untreated

A:ShirahosllE10yu/Cscens.B:SibaLushy♪ocLita
C:MonochamusaLLcrnatus
Fig2. Seasonalfluctuationofthenumberof
plnetreeWOOdborerscollectedinthe
trapplnglogsofdeadpinetree.

兆剤すれ/fJ'8口Il'Jのニセマツノシラホシゾウムシの飛

来数は156匹にもおよんだが,非剤散稚2El後には24

匹に減少し,その後徐々に増加してもとの状憶に珂配

した.これを細Ju仰区の結果と比校すると,只なった

変動を示すことから,この1時的な減少は薬剤散布に

よる彫皆と認めて左し支えないものと考-える.

被害木発生量の比較 :7月7日と10月30日に観'黙し

た枯幻本数は卵3表の池りである.

光Ll三した枯ffl本数は,練散1ri区が51本でもつとも多
く.(2)Ⅹ5,Fog,30t/10aは6本,(3)Ⅹ20,Mist,Got/10a

は1本で少なく,(1)Ⅹ6,Fog,15J/10aおよび(2)x2.5,

151/10aは枯肋木が全く発生しなかった.被出水キミ

で比校すると, (1)Ⅹ6,Fog,15L/10a:0,%.(2)x2.5,

Fog,151/10a:0,%,(3)X20,Mist,SOL/10a:0.25,%.

(2)Ⅹ5,Fog,301/10a:2.1,%,無散布区 :87.9,% であ

り,非剤施用区と無散布区とに差が認められた.非剤,

渋皮･散布共益および散布形腿と効果との関係は,さ

きの寒冷紗の実験結果とほとんど同qllL'8であった.

被煙状態の測定:我が国における煙碗Tl広三掛ま畑地

剤の分野で研死6)･LO)Ill)･12),13),ll),lS),16),18)･20),21)'23),25),26),

29),31),32),され,発出した.煙謀剤の鮎IT]にあたって蛸
煙剤の舶用理論を応用した.火映林内外のL(Ctit槻auを

多角的に光施した結痕 樹冠出師u一辺蛇規範が,谷川の

場合は日没まで続き,平館の場合は凪によって空f̂が

かき乱されて戊くつづかなかった.この現象は,前者

がうつ朋の比校的密な山岳林であり.後者は樹冠に孔

が多くうつ閉度合も比校的低い山店休であったためで

あろう.

Swingfpgは山戯斜両の下-JJ-に故irtL,柑nJu)ti的

を利mして吹き上げた.谷fI(.の切付よl日収郷のうつ糊
の少し捌いた部分から上夕川篭J'FU/･出られたので.小脱
却まで移動した.-平蝕の場合は山脱の下JJ'からIL郊-
山道に沿って移動し煙腐した.

林内に於ける煙窮の動きを把握する1手段として.

加藤13)の方法を採用した.実験結栄を実験区別の被煙

0

0

0

0

6

2

1(%
)

J
b

ua
n
b
aJ
iZ

Ay■t一u B YAtnL C TItJLl D Hll..●

18 2018 2018 20 18 20

Foggingindex

(A):(1)Ⅹ6,157/10a, (B):(2)x2.5,15J/10a,
(C):(2)X5,30L10a. (D):(2)XIO,20L/10a.
Fig3. Frequencydistributioncurvesof
fogglngindex.

Table3. NumberofdeadpinetreeobservedaftertheinsecticidaltreatmentatYatsu.
Chikura,ChibaPrefecture.

Formulationused i (1) (2) (2) (3)
Dilutionratio X6 Ⅹ2.5 Ⅹ5 Ⅹ20

Applicationmethod Fog

Applicationdosage∫/10a 15

Numberofpinetreesobserved l 210
Numberof obs.July 7

deadtrees obs.Oct.30

64

Fog Fog M ist

15 30 60

Untreated

210 286 237 58

8 9 10 3

8 15 11 54
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JR脚数の射i皮分lfilHI線として出わすと節3図の通りで

ある.

那3【封から明らかなように,谷津の場合は多少の被
力唱の机淡の丑はあるが,比較的均一に被焼したと･考え

られる.平出の場合は沢の部分の被煙庇が低かった.

煙潔楽員と被煙皮とのLu係を比ると.151/10a.20t/

10a,301/10aの各卿 iuti】に迎只が認められない.この

ことから.15t/10aの場令でもほぼ均一に林田に被畑

されることがうかがわれた.

防除作業に於ける労働医学的調査 :松くい虫顎の防

除を行なう場合,従来の薬剤散布用機具 (地上散布用

=+
:･
.･
:･:･
:･
:･

ll

沖印加
打
水

R2,
細
27
如
2,
2､
印

9,

叩8,的乃

<

.

.I,

.,

.O

I

2.)○～.102.!0).00).10 2.)02'■0～.!OI.00I.10
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共)では,急峻な山地に於いては携行がいちじるしく

囚邦であり.むしろ不可能である. ｢簡便でもつと光

な方法はないだろうか｣という防除担当者の願いには

切火なものがある.本研矧 まこの解決の1手段として,

的というもっとも総折的な稀釈剤を利用し,地形急峻

故IL:い糸附二兆剤を散和しようと試みたわけである.
1■ヲrl式ミスト機などの従来の紫刑散布用機具とSwing

fogとを比恨して,火傑防除作矧 こ従印した場合に,

その難以を火脚伽こ.!Lf.明した.火助t.liitミは郡4表の退

りである.

実験体は急峻なLJJffi地相で.山inがなくササ】汎 シ
ダ類,雑木などの地休肌物が何出している,作文tlが
薬剤散布用横穴をお宅朽し,山JlJiまで1柁配した所望即.lj
rL'_-Jti,Swingfog:3分28秒,門flI式ミスト械 :4/JI
O2秒であって,Swingfogの方がはるかにお宅行が(叫利

であった.作文完了時の脈拍数,呼吸数を作文ロJrWIllJTL

のそれと比較すると,Swingfogより狩L'1式ミスト機

の方が疲労度が多く,多大の労力を要したことがわか

った.

薬害の調査 :林分施用の樹木薬害のイJ!粥を.僻はす

る純散布区と比校して6ケ月間調査した.その鮒!柱

Fog区およびMist区共に薬執ま認められなかった.

EfS EEI

松くい虫獄被臼のうちでもつとも恐しい0)は.iLi立

木被告であと'.樹皮下にせん孔して形成屑を敵城し松

柏の枯死を促進する.さらにIT--f変偶を位描出那させ.
FlTU接的被告を与える.この松くい出切の防除には相対を

多岐なる閃皿がLq与してお().邦f相子山防除の中でも

つとも閃難なものの一つである.孤が(州こ放ける松く
い血判のyJ'除は.R.L.Furniss勧LH(1951)により
被!if木のいわゆる剛比炊137法が行なわれた.その後化

学的防除の見るべきものがなかったが,昭和38年7月

林野庁から通達された薬剤散布が実施されるようにな

った.また近年に至り,予防対弟を講じようとするこ

ころみが,各地で盛んに行なわれるようになって釆

Table4. Fatigue･degreeofpestcontroloperatorsathillof20mabovethesea･leveI
(Upanddown).

Controlmachineused

Initialnameofoperator

Age(year)

Bodyweight(kg)

Workingtime(second)

pulserate/minute beforeoperation
afteroperation

Breathrate/minutebeforeoperation

afteroperation

Swingfog 】 Mistblower

K.M.

26

62

208

85

118

14

16
1

K.0.

22

56

242

95

139

16

32
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た.

糸休日虫の化学的防除法は,空中散布と地上散布に

大別される.空中散布は広い面積の防虫相でなければ

経済的に実施し難い.また地上散布は空中散布に比べ

て,確実性に苗むが山岳林では機動性にとぼしく,樹

高の高い頼林では桐頭部に非剤を散布することは容易

でない.両者の長短を祁う方法,すなわち機動性,確

実性があり,面&'lの大小にかかわらず適用出来る点に

宕目して,Swingfogによる肢体粒子の煙叙法を検討

した.

煙務剤は鵜剤を微細な粒子,すなわち煙以質として

空中に拡放させる方法である.この巾には煙宗法と旅

煙法などがある.旭'bi法は紋体の煙誠質のため付耕し

以く.畑地剤はrbl作の煙窟質のため付着し難い.肢体
畑'ih.とLL''1体刑 蛸Ilはこの点に朗著な差異がある.嘘'u
はは旭川比とll']じくFA流を利用するところに相性があ
そこ.

松くい山域の被害を予防するにあたり,もっとも重

A(なことは,被告木の発生の要因を発明することであ

ち.

松くい山城は完全な二次的召虫で.池常,袈9.3本,
帆'H4..伐倒木を加むし触金木は加3'･しない･キクイ
ムシガtのinitialattackに出しては2つの学説がある･

-･つは randomattackWo),他は寄主に誘引される

という脱 L7)である.

vite30'がPLnus♪ondcroscを加臼-するbarkbeetle

で研光したところ,脱出は瓜初出の生理的状博に附係

なく如Zi別r伽こ加LJJする.この初期攻撃でせん孔に成

功するのは.馴 汚分泌圧の低い生理的に界符な樹に行

きあたった個体だけである.初畑攻鰐が成功すると樹

はある種の誘引性を持つようになり,付近に松息して

いた多数の成虫が,この袈9･3木に災Tfl攻喋を行なうた
め樹の被告は決定的なものになり枯払1に至る.この誘

引性の本体は現在のところ明らかでないが.誘引性発

現のための最少先件として,前記の初期攻畔でせん孔

に成功し.多少とも孔道が形成されていることと,そ

a)孔辺に必ず雌成虫が偵息していることが必要である

と古う.樹脂分泌圧が4気圧以下の樹は鮎全な生理的

状鳩にある相でなく.キクイムシ獄の攻撃に弱い.樹

脂分泌圧が6Ji<1圧以上の樹は多くの場合キクイムシ規

に対する抵抗JJが払い.このように樹脂分泌圧とキク

イムシ桝による樹の被臼との旧には1机 ､村山朗係があ
り,個々の樹の馴 旨分さ必圧のau定からキクイムシ矧こ

対する抵抗力を知り,キクイムシ額の発生を予察をす

ることが出来ると言う.

McMullen&Atkins17)はキクイムシの1種 Doug･

las･firbeetle,Dendyoctonus♪seudatsugacの飛糊

行動とな主逃抑こついて研光した.それによれば,キ

66

クイムシの寄主選択は雌の性誘引と寄主臼杵の両方が

関与していると考えられる.

一般に松樹の枯損を決定する松くい出獄の班矧も

寄主の異常な生理的状態の時期に産卵された柾矧こLN

係があるといわれている.

すなわち,松くい虫獄に対し,抵抗力のある林を作

ることが必要であるが.なんらかの原因で樹勢が低下

した場合に,その林分に於ける松くい血税の機息密皮

を低密度にすることが,本研究による方はの一つの目

的である.この化学的防除法が高密度に班用され,坐
物的防除が低密度に交互施用され,常に頼政調節をす

ることが大切で,この方法が天敵を含む生物的防除と

矛盾するとは考えられない.

本野外災畝は,成虫飛来の最盛期をねらって実施し

た. (火映林とその周辺の被告木の被告調査を突放し

た鮎狐 mainfactorとiEl::ii:される柾はニセマツノシ

ラホシゾウムシであった.) その時刺に於ける松樹の

生理的状態は,季節的にその含水出.仙旧分さyll三がも

で発生する松くい山規の絞出に於いて.その=(･JVJ一劫火

を的椛に比校することは容凶でない.火映tdの.比延に
あたってもっとも重要なことは,ri']一現収出凶下に於
いて実施すべきである.そこで被害が増加しつつある.

1錐個体の中から区画を設定した.

本火験結氷から.松くい出校被告の予防法として,

煙&'法の才i効性が認められた.火映結氷を総括すると

次の池F)である.(1).(2)の各曲剤は二村こ.眺試氾皮お

よび散布典故に於いて,畑'&'後24相Lluに.体内.投出の

アズキゾウムシは100,00'まひ･致死し,'Asn紗には

(1)Ⅹ6,15t/10a:566匹,(2)x2.5,15L/10a:436匹.

(2)Ⅹ5,30L/10a:144匹,背n式ミスト区(3)x20.60L/Io且
:188匹が落下仰転した.双趨目,単組臼が多かった

が,輪趨目にはキイロコキクイムシ,ニセマツノンラ

ホシゾウムシなどが見られた.その2位の松くい虫額

の個件数から,各々の実験体内に落下仰転した個体数

を推定した結nt, キイロコキクイムシが 1,710-760

匹,ニセマツノシラホシゾウムシが760.-190匹であっ

て,林内に於ける松くい虫珠の勢力を.いもじるしく

低下せしめたことがうかがわれた.こQ)i.IJ棚はDl'Gで
の尖験結果にもよく表わされていた.また10月30日に

観黙した枯ifl本数は,無敵布区に比校し朋らかに少な

かった.

以上の火映紙粒から,非剤LnJo)効妹はγ-BIiC,EDB
の2控氾合剤よりDDVP,γ-BHC,ODBの3祉氾合剤

が唆れ,鯉謝剤についても迎合作用の血盟性がうかが
われた.また散/I城 主Ltはむ鳩工法でa)被地政8u妊結果と

合せ考えて,15L/10a散布で実用上の有効性が認めら

れた.さらに本実験の場朗で,Fog区とMist区では
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効恥にZ王ILlがなく.地形.'il境でしかも広大な両L'iの防
除WRには Swingfog による煙窟法が,従来の薬剤
帆/lJ'JH糊代によるミスト散布より,数多くの利点を有
すると.Eilわれる.

これらの郡実から,松くい出現被出の-TJ防法に於い

て,煙窟法の可能性が認められた..この方法を砕立

するためには,さらに数多くの火映を必要とすること

は冒うまでもない.また殺虫成分の樹政付ZtIILt,浸透
敗 残刑性および天敵との関係についても,噸次m･l別

していきたいと考えている.

摘 要

1. 森林保誰の重要性から,山岳林に於いて,松く

い虫類被害の予防法を研兜した.森林召出防除の特殊

性を考慮して,Fogmachine班を村人した.

2. 火験附 ま,千瀬PTTi安抑耶千凸町の松くい山Fl多

矧IJEiftに'.投iEiL,非剤は,効果の促進.引火性のI陣

BA.浸透性の促進などの観点から吟味した DDVP.γ-
BHC.EDBおよびODBの2-3種氾合油,乳剤を
眺.坑した.また.邦刑tFt-/fflTl横穴には,Swingfog

SN-7畑試供を用い∴約7.(tとして竹fl式 ミスト機を桃
川した.

3. -#剤散布は,実験林に於ける優占種ニセマツノ

シラホシゾウムシーの飛来最盛期と,松樹に於ける含水

量,樹脂分泌圧の季節的低下期との関係から,昭和38

年7月17-18日に行なわれ,煙窺剤のkerosene稀釈

紋を 10a当り30L,20t,15t.煙務した.またミスト故

抑 ま10a三Ylり60I.30L散布した.

4. その純米,林内.tthyiのアズキゾウムシは致夕EL,
0.9×7m の'AS約秒には,多数の森林昆山が落下仰任

し,その小には松くいぬnlも拙宅くした.兜冷紗での災

放免1棚 から.終 々の火映林内の落下仰転胴体数は

Cry♪llE7lLLS/utu〝S:1,710-760匹, ShiyahoshEzo

yufcsccns:760-190匹であって,林内に於ける松くい
虫類の勃JJを,いちじるしく低下せしめたことが推究(

される.この事実は.田木での実験結刀ミからもFylらか

であった.また10月下旬の枯択-木は無fYdfi区より明ら

かに少なかった.

5. 薬剤閏の効果は,3荘混合剤)2柾混合剤であっ

て,煙霧剤についても連合作用の盃変性が指摘された.

また実用上の林分施用薬墓は151/10aと考察した.

6.地形急峻で広大な面L'iの山岳地帯に於ける防除

は.Swingfogによる煙滅法と,従来の薬剤散布用横

穴によるミストWt抑はとでは.ilTL者が数多くの利点を

有すると#.,･えられyiJ.

7. 以上の火取純米から.畑'tJF比はイJ効であE).LL
立木の動的な防除には少なくとも.批 乳.紋作畑'fY

剤の3散布形懐を実用的に仙川することが必公と.7はめ

られた.
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Summary

Thepurposeofthetestwastostudyand

determinetheprotectivemethodtobeapplied
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onplnetree,PinusThunbeygiiagainsttheinfes-

tationofpinetreewoodboringinsectsfromthe

pointofviewofforestprotection.

Sinceforestchemicalcontrolinvolvesspecifi･

cityincontrol.Wefirstintroducedahotaerosol

generator,SwingfogSN-7madeinWestGermany.

TestforestareawaspreparedintheCbikura,

ChibaPrefectureinJapanwithahighpopulation

ofpinetreewoodborers.

Applicationtypesofinsecticidesusedwere

oilmixtures and emulsifiable concentrates

containing DDVP,gamma-BHC andEtllylene

dibromide orortho_Dichloro.benzene. These

formulationsmadefrom theviewpointofthe

jointtoxicactionamonginsecticides.

ControlmachinesusedwereSwingfogSN-7

andKnapsack･typemistenglneSprayer.Fogging

methodusingSwingfogwasfoundtobemore

effectiveinsteepslopingareaofwidemountain

forestthanmistenginesprayerfromtheviewpoint

ofpracticalconvenience.

Theperiodofapplicationofinsecticidaltreat･

mentswasJuly17tolath,1963.

The reason for selecting thisseason for

applicationwasthatdueprlmarilytotherecog･

nizedhigh outbreakoftheJapanese-pineweevil,

ShI'Yahoshl'10Yufescens,lowwatercontentofpine
barkandlowtreeresinsecretion.

Amountsofinsecticidalkerosenesolutionwere

15J,20Jand30J/10a.forfog,and30Jand607/10a

formistsRraylng.Theadultsofthecowpea

weevil.CaLLosobyuchuschinensissetinthetest

forestasindicatorinsect,wereknockeddown

anddead.

ManyInsectsbelonglngtOVariousorderswere

knockeddownincottonnettinginthetestforest

byapplyingtheinsecticides.Adultsofpinetree

woodboringInsectsWerefoundinthiscotton

netting.Numberofwoodboringinsectsinthe

testforestwasestimatedasfollows:CryL･hatus

futuus1,710to760.ShiyahoshEzorufescens760to

190･Itmaybeconsideredthatpopulationof

insectpeStsdecreasedintheareaofexperiment-

forestasaresultofthesechemicalcontroL

Observationoftrapplnglogsofpinetreeproved

tobedecreasingpopulationdensityoftheinsects.

Amixtureamongthreeormoreactiveinsects.

Cideswasmoreeffectivethanamixturebetween

twocomponents.Itwaspracticalmethodtofog

jointformulationcontainingDDVP.gamma-llIIC,

Ethylenedibromideandortho･Dichloro･benZene.

Theconclusionofwhichwedrewfromthese

testswasthatfoggingmethodusingSwingfog

canbepracticallyappliedforthedynamicpro･

tectionoffreshpineforest.Fogsolutionfor

freshpineforestandmistspraylngfordrydead

treeandoilandmistsolutionofinsecticidal

formulationsforcutdrydeadlogsarealsouseful

insteadofsimplecuttingandburningofdrydead

logs.

SomenotesOnSevin･rc8i且tAnCeinthehousefly,MuSCadomeStJ'cadomestL'caAndM.dolneBLIka
tlJ'cl'TldF.StudiesonInsectResistancetoInsecticides.2.HajimeIKE加OTO(IharaAgricultural

ChemicalsInstitute,Shimidzu..'PresentAdress,DepartmentofAgriculturalChemistry,

FacultyofAgriculture,NagoyaUniversity,Anjo.)ReceivedOct.31,1964,Botyu.Kagaku,

29,68.1964.(withEnglishsummary.72.)

14. イエJi工のSevin抵抗性 昆虫の殺虫剤拡抗性に凶する研発 (邦2報)★池本 始**(イハラ
員典研兜所)39.lD.31受FJ!

Sevin抵抗性イエバェは出井;系殺虫剤,有機燐系湖山刑,ピレト1)ン系朝出剤およびおなじカ-バメイ

ト系殺虫剤に朋するm-isopropylphenylN-methylcarbamateにも交叉抵抗性をしめきなかった.

今後カーバメイト系殺虫剤の班用は増大するものと たいする抵抗性昆虫がほかの有機殺虫剤にたいしど0)

･yJ･えられる.当然,伏用の増大にともない抵抗性の発 ような交叉抵抗性をしめすかを兜nJjすることは抵抗性

迫をもたらすとおもわれる.カーバメイト系殺虫剤に 昆虫の防除にあたりきわめて韮要なことである.

+ ホMIBの概要は昭和38iF12月2E),日本AGm動物昆虫学会末流j支部邦4回例会で発衣した.
… )JL在･.名Ib過大学出学部出芸化学教室
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